
 

 

 

 

 

 

 

 

 

科学研究の進め方 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県立教育センター 

 

 

 

 

 

 



 

１ 科学研究の進め方について 
 

(1) 科学研究指導のポイント（研究テーマの設定） 

      ① 問題を発見する → ② 問題を把握する → ③ 解決への見通しをもつ 

 

 

(2) 科学研究の進め方 

 ア 研究報告書の一般的な流れ → 「探究の過程」で 

 イ データ処理の大まかな流れ → まとめる→比べる→関係付ける 

                      （※児童の発達段階を考慮すること） 

※ 探究の過程 
       ※必ずしも固定的なものではないことに注意！ 

  

   問題把握→情報収集→仮説の設定→仮説の検証→結論 

 

(3) 指導者の留意事項 

ア 安全には十分気を付けさせる。 

イ 児童の興味・関心や問題意識が持続するように導く。 

ウ 今やっていることが研究全体のどの段階に位置付くのかといった認識をもたせ

る。 

エ 研究報告書作成までの見通しをもたせる。 

 

(4) その他の留意点  

   ア 本など参考にしたことと自分で実際に観察，実験したこととを区別する。 

   イ 考えたことと事実とを区別する。 

   ウ 誰がやっても同じ結果がでるような（再現性のある）方法で行う。 

   エ 観察，実験や調査は何度か繰り返すことにより，データの信頼性を高める。 

 

(5) 科学研究の評価の観点（広島県科学賞の場合）  

ア 自主性：子供の自主的な研究になっているか。 

   イ 創造性：発達段階に応じた創意や工夫が見られるか。 

   ウ 信頼性：信頼性や客観性のある研究か。 

   エ 論理性：データ分析・結論・推論等に論理性があるか。 

   オ 自然環境及び安全に対する配慮 

 

 

※ 理科の学習と科学研究は互いに補完的な性格をもち，両者があいまって，より理想

的な理科教育がなされると考えられる。 

 

 

【参考】 

広島県教育委員会(平成 16 年)：『科学研究のすすめ』 

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku/05junior-1st-science-index.html 

 

 

 

 



 

２ 研究の類型と指導上のポイント 
 

(1) 観察・観測を主とする研究  

－ 自然の事物・現象の変化を時系列に従って調べる研究 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 実験を主とする研究 

－ 人為的に条件をコントロールして調べる研究 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(3) 採集を主とする研究 

－ 目的をもって事物を採集し，整理・分類する研究 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 調査を主とする研究 

－ 広い範囲や多い個数の事物・現象について自然条件下で調べる研究 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長期間の観察データをもとに，共通する特徴や一般的なきまりを見

いだす。 

実験結果をもとに自然と照らし合わせ，自然の事物・現象の規則性

を見いだす。 

採集したものから，共通する特徴や環境との関係などを見いだす。 

調査によって得られた，種類や数量などのデータから，規則性や環境

とのかかわりを見いだす。 



 

３ 研究レポートに対する指導 
 

～研究レポートの例～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

     

  

 

テーマ 

       

 

 

 

１ 研究の目的 

・なぜ，このテーマを研究しようと思ったのか。 

・これからどのようなことについて明らかにしようと考えているのか。 

（予備実験・観察） 

 ・文献調査や研究に迫るための予備実験及び予備的な観察など 

 

２ 研究の計画・方法 

・何を使ってどのようなことを調べるのか，どのような方法で調べるのかを書く。 

  要因の抽出，仮説，実験方法の計画など 

 

 ３ 研究の結果 

・観察・実験・測定などの結果を順を追って述べる。 

  

 ４ 考察 

・データを解釈する。 

・結論を導き，新しい疑問を発見する。 

 

５ 結論 

・研究の結果について，はっきり述べられることだけを書く。 

  ・今後の課題や疑問などについても述べる。 

 

６  反省・感想 

・研究時の気付き，感想などについて述べる。 

 

７ 参考文献 

 

傾向，規則性，相関関係，因果関係，

原理，法則など 

《教師による作品の評価のポイント》 

①自主性 

・自分で興味をもち，粘り強く最後までやり遂げたか。 

②創造性 

・観察，実験の方法やその結果のまとめ方などを自分なりに工夫 

しているか。 

③信頼性 

・結果を正しく記録しているか。 

・事実と考えたこと，思ったことを区別しているか。 

④論理性 

・観察，実験の結果を基に考察しているか。 

⑤安全と自然への配慮 

・自然を大切にするように研究を進めたか。 

テーマを見ただけで，何を研究して

いるかがよく分かるもの 



 

４ 学校，学級で取り組む科学研究の実際 
 

(1) 追究カードの活用 

・毎時間の学習後に追究カード 

に「解決したこと」「もっと 

調べたいこと・疑問」をメモ 

させ，解決できなかったこと 

や疑問等を科学研究で解決し 

ていく。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
国立教育政策研究所教育課程研究センター（平成23年）： 

「評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料（中学校理科）」 

 

(2) 授業の内容を発展して進める研究 

 

○ 事例１：第５２回広島県科学賞特選受賞作品 

小学校第２学年「キュウリとトマトのふしぎはっ見大はっ見」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

○ 事例２：第５５回広島県科学賞準特選受賞作品 小学校第３学年「虫のあし」 

 

 
 

 

○ 事例３：「手回し発電機の回す手ごたえ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考文献等】 

広島県立教育センターWeb ページ（「広島県立教育センタートップページ」） 

→『理科教育』＞『科学研究奨励事業』から，過去の研究作品の紹介，審査結果等を閲覧

できる。 

  http://www.hiroshima-c.ed.jp/center/?page_id=204 

広島県教育委員会（平成 16年）：『科学研究のすすめ』 

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku/05junior-1st-science-index.html 

からダウンロード可 

 

 



 

５ 作品例と作品概要 （第５７回広島県科学賞 特選作品より） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

１年間
ねんかん

の生活
せいかつ

のようすをかんさつ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海
うみ

で，すあなの数
かず

や歩くきょりなどをかんさつ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

カニをかい，冬
ふゆ

の生活
せいかつ

のようすをかんさつ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・カニは気
き

おんが 20℃より高
たか

くなると外
そと

に出
で

てくること 

・しおがひきはじめるとすぐに出
で

てきてエサを食
た

べ，みちてくると 

ときどきすあなにふたをすること。 

 

 

 

生活
せいかつ

の中で「ふしぎだなあ」「どうしてだろう」とぎもんに思
おも

うことはないか

な？そこが，科学
か が く

研究
けんきゅう

の入り口。ぎもんについて考
かんが

え，観察
かんさつ

や実験
じっけん

をして調
しら

べ

てみよう。きっと，なぞがとけたり，新
あたら

しい発見
はっけん

があったりしてわくわくする

よ。このことをじゅんじょよく整理
せ い り

してまとめれば，研究
けんきゅう

の完成
かんせい

！どう？きみ

もチャレンジして
  

みない？ 

かんさつ 

じっけん 

ぎもん 

ぎもん 

かんさつ 

わかった！ 

〔第５３回広島県科学賞小学校第２学年特選作品 
「カニくんたちの１年間～ハクセンシオマネキとチゴガニの生かつ～」から〕 

新
あら

たなぎもんをくりかえし調
しら

べているところがいいね。 

自分
じ ぶ ん

で考
かんが

えた観察
かんさつ

や実験
じっけん

の方法
ほうほう

がすばらしいね。 

海
うみ

でたくさんのカニを見たよ。 

カニはどんな生活
せいかつ

をしているのかな？ 

冬
ふゆ

はどうすごしているの？夏
なつ

とちがうのかなあ？ 

《小学生向け科学研究の資料》 



ありじごくけんきゅうたい 

神石高原町立来見小学校 第１学年  石田 優斗  馬屋原 悠然  折口 宗毅  古賀 翔一朗 

門田 愛功  山本 遥斗   田川 葵   谷貞 莉湖 

山内 美海  石原 愛子 

《平成 25年度 研究作品の概要》 

 

  



 

 

《研究
けんきゅう

作品
さくひん

のポイント》 

 

○ 工夫
く ふ う

した点
てん

  

 ・アリジゴク一ぴきずつに名まえをつけることで，あいじょうをもってアリジゴクのけんきゅうをす

すめていけるようにしたこと。 

 ・二つのチームに分かれて，じっけんするまえにはよそうをはなしあい，じっけんがおわると，けっ

かを見てどうしてそうなったのかをかんがえてはなしあいをしたこと。 

○ 分
わ

かった点
てん

   

 ・アリジゴクは，すないがいのこなにもすをつくることがわかった。 

 ・アリジゴクが「ぐるぐるもうじ」とよばれるのは，おしりのほうからすなにもぐり，ぐるぐるまわ

ってすをつくるので，このようによばれることがわかった。 

 ・アリジゴクは，うごくものでちがあるものしか，たべないことがわかった。 

 ・アリジゴクは，体にいっぱいけが生えていて，さわるとやわらかいことがわかった。  

○ もっと追究
ついきゅう

したい点
てん

 

 ・しんだアリやダンゴムシをアリジゴクのすに入れると，アリジゴクはどうするかをしらべてみたい。 

 ・ウスバカゲロウのなかまは，どんなしゅるいがあって，どんなとくちょうがあるのかをしらべてみ

たい。 

 

《審査評》 

この研究は，身近にいるアリジゴクについて疑問をもったことについて，10 人で協力しながら観察や

実験を行い，考えたことをまとめたものである。一人一人が自分のアリジゴクと繰り返し関わり，友達

と関わり合いながら疑問を解決しており，アリジゴクへの愛着や興味・関心を深めていったことが感じ

られる，極めて優れた作品である。 

 

  



よくとぶ紙ひこうきの研究 

広島市立段原小学校 第２学年  熊野 吉了 

《平成 25年度 研究作品の概要》 

 

 

 



 

 

《研究
けんきゅう

作品
さくひん

のポイント》 

 

○ 工夫
く ふ う

した点
てん

 

 ・紙ひこうきをとばす時，風のない時にとばしたこと。 

 ・ビニールテープをさいたものを，わりばしのはしにつけて，テープがたれているときにとばしたこ

と。 

 ・紙ひこうきのとんだきょりのはかり方をくふうした。曲がったり，Ｕターンしたりする紙ひこうき

のきょりを，どうやってはかろうかと思ったけど，スタートラインをきめて，そこから紙ひこうき

の頭までをはかったこと。 

○ 分
わ

かった点
てん

 

 ・どういう紙ひこうきがよくとぶのかが分かった。 

 ・右と左のつばさの形が同じものがよくとぶので，作る時にものさしをつかってきっちりおること。 

 ・つばさは正めんから見てＴの字が一番よくとぶ。 

 ・紙ひこうきの前と後ろのバランスをとれるいちが，まん中か，少し前くらいだとよくとぶ。 

 ・とばし方は，ひこうきによってちがうかもしれないけれど，ななめ上むきがよくとんだ。  

○ もっと追究
ついきゅう

したい点
てん

 

 ・もっとかたい紙で作った紙ひこうきは，よくとぶのかどうか。 

 ・ちゅうがえりやＵターンするのは，どういうひこうきなのか。 

 ・もっと 10ｍいじょうとぶ紙ひこうきを作ってみたい。 

 

《審査評》 

この研究は，折り方やとばし方でとぶ距離に違いがあることに疑問をもち，一番よくとぶ紙飛行機の

条件を明らかにしようとしたものである。身の回りにある物を使って実験方法を工夫しながら，独自の

視点で結果を整理・考察している極めて優れた作品である。 

 

 



セミの気もち（羽化のヒミツとぬけがらのヒミツ） 

広島市立草津小学校 第３学年  中島 叶登 

《平成 25年度 研究作品の概要》  

 

 

 



 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

 ・羽化を調べる時間を１日のうちで，５・６・７・18・19・20 時の計６回設定し，羽化の様子を記録

したこと。 

 ・毎日，同じ場所（３ヵ所）に行き，抜け殻を採集し，その日の気温・天気・風の強さを調べ，オス・

メスと抜け殻の高さを記録し，それを３年間続けていること。 

  抜け殻の高さを計るのに，メジャーを用いて１本１本の木を調べたこと。 

 

○ 分かった点 

 ・前日に雨が降った方がセミの羽化は多く，天気・気温・風の強さを感じて穴から出てくることが分

かった。 

・抜け殻調べでは７月はオスが多く，８月に近づくにつれメスが多く産まれてくることが分かった。 

・羽化の高さでは，体の大きいセミは５ｍまで登り羽化するのに比べ，小さいニイニイゼミなどは 30

ｃｍの高さで羽化する事も分かった。 

・お盆になると低い位置で鳴いていると思ったのは，気のせいだと分かった。 

 

 ○ もっと追究したい点 

 ・「朝，早い時間だとセミは低いところで鳴くから捕りやすい。」とセミ捕りをしている時，おじさん

が教えてくれた。本当か確かめてみたい。 

 ・時間が経って殻が固くなり，羽化に失敗したセミに霧吹きで水をかけて湿らせると，助けることが

できるか確かめたい。 

 ・羽の模様は，オス・メス同じかを確かめたい。 

 ・セミが穴から出てくるのは，風がどのくらいなのかを確かめたい。 

 

 

《審査評》 

 この研究は，小さい頃から興味をもっている大好きなセミの羽化について，１年生から３年生までの

３年間，定期的に観察しまとめたものである。セミの秘密を８つの視点で細かく観察し，結果を表やグ

ラフに分かりやすく整理した，セミに対する愛情の感じられる極めて優れた作品である。 

 



ヒマワリのつぼみのふしぎ 

熊野町立熊野第一小学校  第３学年  安宗 愛彩 

《平成 25年度 研究作品の概要》  

 

 

 



 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

 ・変化するつぼみの向きをはっきりさせるために，つぼみのそばに置いた丸い粘土に竹串をさしてい

くことでわかりやすく示したこと。 

 ・つぼみがどのように太陽を追うのかについて，より確かな結果を出すために，１つのつぼみだけで

なく，複数のつぼみについて調べたこと。 

 ・調べた結果を分かりやすく表すために，太陽とつぼみの向きのちがいなどがひと目で分かる記録用

紙を作成したこと。 

 

○ 分かった点 

 ・花は太陽の方を向かないだけでなく，向きも変えない。 

 ・完全なつぼみが太陽を一番よく追いかける。 

 ・つぼみが太陽を追いかけるとき，だいたい１時間遅れで追いかける。 

 ・つぼみが太陽を追いかける向きは，平均約 139 度（西までは完全に向かないが，南西から西よりく

らいに向くつぼみが多い）。160 度くらい向くものもある。 

 ・ヒマワリと同じキク科植物も太陽を追いかける性質がある。（黄色コスモスのつぼみが太陽を追いか

ける向きは 120～130 度。東から南西くらいまで追いかける。） 

 

 ○ もっと追究したい点 

 ・いろいろな向日性植物の太陽の追い方を調べてみたい。 

 ・植物がたくましく成長するために身に付けたいろいろな不思議な力について研究を続けたい。 

 

 

《審査評》 

 この研究は，ヒマワリの花が太陽の方に向いていないものがあることに気付き，ヒマワリが太陽とど

のような関係にあるのか調べていく中で，新たな疑問が生まれ，その疑問を解決するために実験方法を

計画し確かめ，疑問を解決していったものである。日常生活から生じた疑問について予想を基に観察や

実験によって確かめ，次々と疑問を解決している科学的探究心が感じられる作品である。 

  



よく舞う紙ふぶきの条件 

呉市立荘山田小学校 第４学年  中島 千晴 

《平成 25年度 研究作品の概要》  

 

 

 



 

《研究作品のポイントなど》 

 

○ 工夫した点 

 ・風の影響を受けないように，部屋を閉めて実験を行ったこと。 

 ・同じ落ち方になるように，洗たくバサミを使って落としたこと。 

 ・正確な結果を求めるために，20 回ずつ実験を行い平均を出したこと。 

 ・結果をグラフに整理し，分かりやすくしたこと。 

 

○ 分かった点 

・一番長く舞っていられるのは，１ｃｍ×６ｃｍの長方形で，紙質はトレーシングペーパーがよい。 

 ・実際の紙ふぶきやくす玉を作るには，長方形は広がって落ちないため，正方形の一辺が２ｃｍのも 

のを用いるとよい。 

 ○ もっと追究したい点 

 ・紙を落とす向きや高さを変えて，調べてみたい。 

 ・紙の落ちる様子（揺れ方や回転の仕方）をもっと詳しく調べてみたい。 

 

 

《審査評》 

 この研究は，ゆっくりと舞い落ちる紙ふぶきを作るにはどうすればよいかという疑問から，紙の種類，

形，大きさそれぞれについて条件を変えて，落ち方との関係を調べたものである。４つの視点で実験を

行い，実験結果を分かりやすくグラフや表に整理するとともに，その関係についても丁寧に分析してい

る極めて優れた作品である。 

 

 

 



うずの研究 

呉市立横路小学校 第５学年  土井 康太郎 

《平成 25年度 研究作品の概要》  

 

 

 



 

 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

 ・おふろの排水口にできるうずのでき方を調べるために，丸いプラスチックの水そうに穴をあけて実

験装置を作ったこと。 

・うずの大きさや水が流れ落ちる時間を表に整理し，うずの形やでき方の様子を図に表したこと。 

 

○ 分かった点 

 ・うずは水を流すとすぐにはできず，少し時間がたってからできる。 

 ・うずは，穴に近づくにつれて，中の空どうが細くせまくなった。 

 ・穴が大きくなると，できるうずも大きくなる。 

 ・水をかきまぜて，水に動きを作るとうずが大きくなり，水の流れ終わる時間は長くなる。 

 ・２つの穴の大きさのちがう時は穴が大きい方にうずができる。 

 

 

 ○ もっと追究したい点 

 ・今回は，水が穴から流れ落ちる時にできるうずについて研究した。次はさかさまにしたペットボト

ルを回転させて水を流す時にできるうずや，空気でできるうずなど身の回りにあるうずについてさ

らに追及してみたい。 

 

 

《審査評》 

 この研究は，お風呂掃除のときに見た排水口のうずに興味をもち，うずのでき方と水の抜け方の関係

について研究したものである。うずのでき方と水の抜け方の関係について，独自の視点で実験を行い，

実験の過程で生じた疑問についてさらに追究し，それらの結果から考察している極めて優れた作品であ

る。 

 

 



尾道の冬虫夏草Ⅳ  オニハエヤドリタケの培養 

尾道市立高須小学校 第６学年  吉武 太郎 

《平成 25年度 研究作品の概要》  

 

 

 



 

 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

 ・実験を行うためにオニハエヤドリタケの培養菌糸体を作ったこと。 

 ・オニハエヤドリタケの培養は国内及び世界で初のことなので，ロール紙を使い成長過程を記録した

こと。 

 

 

○ 分かった点 

 ・オニハエヤドリタケの培養菌糸体の菌糸伸長の至適温度は２５℃前後であり，１８℃～３０℃で生

育するということ。 

 ・オニハエヤドリタケの菌糸での接触試験では，奇主となる昆虫には感染しないということ。 

 ・オニハエヤドリタケの菌にはさなぎ粉寒天培地が至適培地であるということ。 

 

 

 ○ もっと追究したい点 

 ・オニハエヤドリタケの培養菌糸体から子実体を発生させる。 

 ・冬虫夏草の基となる菌の種類は非常に少ないか追究したい。 

 

 

 

《審査評》 

 この研究は，生態がほとんど明らかにされていない非常に珍しい冬虫夏草の一種であるオニハエヤド

リタケについて継続的に研究し，今年は，オニハエヤドリタケの菌の人工培養について追究したもので

ある。学術的に未解明の課題に取り組んだ研究であり，実験と継続的な観察でオニハエヤドリタケの人

工培養に関する貴重なデータを得た極めて優れた作品である。

 



 

 

 

 

 

― きみも，科学研究に挑戦してみよう！ ― 

例えば，このように疑問に思ったこと，興味あることを調べてみませんか。 

疑問，興味 ○テレビドラマの科学捜査で，事件現場に残っていた血痕から動いていた方

向，流れ出たおよその高さまで推測する場面があった。そのことから，水滴

の落下に興味をもち，調べてみようと思った。 

 

疑問に思ったことを 

調べる方法を考える。 

 

 

○ピペットを取り付けた水滴の落下装置（実験装置）を作成した。 

○実験方法を考えた。 

《例：実験１》 

水，液体，食用油をピペットに入れ，液滴を黒い板

（プラスチック板）に落下させ，水滴の形を記録する。 

 

 

 

実験によって 

調べる。 

○実験１ 黒い板に落とした液滴の形を比較した。（水，液体洗剤，食用油） 

○実験２ 液滴の大きさを比較した。（水，液体洗剤，食用油） 

○実験３ 水滴の落下距離と落下こんの大きさとの関係を調べた。 

○実験４ 水滴の落下こんと移動の速さの関係を調べた。 

 

分かったことを 

まとめる。 

 

○実験１ 水は液体洗剤や食用油と違い，丸み帯びた形をし，盛り上がって

いることが分かった。 

 

 

 

○実験２ 液滴の大きさ（体積）は，水，食用油，液体洗

剤の順に大きいことが分かった。 

○実験３ 落下する高さが高くなるにしたがって，落下こ

んの直径も大きくなり，一定以上になると，それ

以上落下こんは大きくならなかった。 

○実験４ 速く用紙を動かすと水滴の落下こんの突起が

大きくなり，動かした方向の落下こんは，突起が

動いた方向に長くなっていた。 

 

〔第５３回広島県科学賞中学校特選作品 「水滴が語ること」から〕 

進行方向 

《中学生向け科学研究の資料》 



水風船の破裂 

廿日市市立七尾中学校 第１学年  栢 里加子 

《平成 25年度 研究作品の概要》  

 

 

 



 

 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

 ・水風船が破裂した瞬間を画像として捉えるために，外付けストロボを用い，その光量を調整して２

万５千分の１の発光時間とし，それに合わせてストロボの位置，カメラの絞りや ISO 感度などをま

ず先に決めたこと。 

 ・水風船の破裂の瞬間と発光の瞬間とを同期させるために，①赤外線センサーを用い，②出力信号遅

延装置を用いてタイミングをコントロールしたこと。 

 ・水風船を破裂させる針の動きを何度も正しく再現できるように，振り子を用いたこと。 

 

 

○ 分かった点 

 ・振り子を振り下ろす位置が高いほど，振り子のスピードは速くなったが，糸の長さを変えた場合に

は，あまり差がでなかったこと。 

 ・予想通りのデータが得られたが，切換えスイッチを 10ミリ秒から 100ミリ秒に切り換えた時にグラ

フが不連続となった。このことから，出力信号遅延装置のダイヤルは正確に作動していたが，切換

えスイッチは必ずしも正確とはいえないこと。 

 ・水風船の破裂の瞬間を捉えるタイミングは何通りかあることが分かった。微調整がしやすい目盛り

の小さい方の条件を採用した場合，糸の長さを 40cm，振り下す角度を 40°，遅延時間を 70 ミリ秒

に設定して撮影すれば，何度でも撮影が可能であったこと。 

 

 

 ○ もっと追究したい点 

 ・「水風船の破裂の瞬間」に限らず，水の一瞬の造形について幅広い視点で色々な写真撮影をしていき

たい。 

 

 

《審査評》 

 この研究は，水風船が破裂する瞬間を確実に撮影するための方法について研究したものである。物理

現象である振り子の規則性を上手に利用した研究であり，装置を工夫して精度を高めたり，根気強く実

験を繰り返し考察を深めたりして，一瞬の出来事に対する課題を見事に解決した極めて優れた作品であ

る。 

  



太田川河口域の塩生植物 

ノートルダム清心中学校 第１学年  桑井 ひかり 

《平成 25年度 研究作品の概要》  

 

 

 



 

 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

 ・塩生植物が生えている太田川放水路の干潟に複数の異なる定点を置き，毎月観察して成長をみるこ

とができるようにしたこと。 

 ・条件を人工的に設定した栽培によって，さらに研究の精度を上げたこと。 

 

 

○ 分かった点 

 ・フクド，ハマサジ，ヨシは適した土壌塩分濃度の範囲に生息し，分布は重なりあう。 

 ・発芽期に流されたり日陰で育たなかったりと，環境の変化が生育や分布に影響を与える。 

 ・フクドは海水以上の塩分濃度では育たず，地盤が浸水していると適した塩分濃度でも生育が悪い。 

 

 ○ もっと追究したい点 

 ・フクドの発芽に適した塩分濃度を調べたい。 

 ・フクドが生えている所と生えていない所の土壌や地盤高，日当たりなどの違いを調べたい。 

 

 

《審査評》 

本研究は，河口などで満潮時に塩水につかる植物（＝塩生植物）について調査・研究を行ったもので

ある。準絶滅危惧種に指定されている塩生植物について，詳細に調査・研究を行い，過去の調査データ

と比較するなど学術的な価値の高い，極めて優れた作品である。 

  



かげとたいようのひみつ  総集編 

尾道市立久保中学校 第２学年  布袋屋 果歩 

《平成 25年度 研究作品の概要》  

 

 

 



 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

 ・観測した装置が雨にぬれると正確な記録がとれないので，雨の日は屋根のある所に移動できるよう

にしたこと。 

・その際，位置を固定するのではなく，床に線を引いて毎回同じ場所に置くようにしたこと。 

 

○ 分かった点 

・季節によって，太陽が真南にいく時間と本当の時間との間に差ができることが分かった。 

・その差は，１１月と２月がとても大きいということが分かった。 

 

 ○ もっと追究したい点 

 ・分かったことをグラフにしてみると，きれいな 8 の字になることが分かった。私は透明な球の上で

影を映して８の字を記録したが，本では季節ごとの同じ時間，同じ場所で同じフィルムの上に太陽

を映して８の字を作っていたので，季節ごとに測定し比較してみたい。 

 

 

《審査評》 

 この研究は，小学校１年生から７年間継続して研究している太陽の動きに関する研究を発展させ，今

年は「均時差」に着目して追究したものである。長期間研究を続けている成果が表れており，実際の観

測記録から太陽の動きの規則性について証明した極めて優れた作品である。 

 



ホタルの舞い飛ぶ里 

広島県立広島中学校 第２学年   真 

《平成 25年度 研究作品の概要》  

 

 

 



 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

 ・ホタルの里のホタルを守りたいので，ホタルの里の環境がホタルにとってどのようなものなのかを

知るために，できるだけ広域のホタルの生息地の環境を調査したこと。 

 ・ホタルの生態を知るために，地域を限定をして夜間の観察を行ったこと。 

 ・ホタルを自分で飼育して，詳しくホタルの生態を観察したこと。 

 

 

○ 分かった点 

 ・水質よりも人為的な要因の影響が大きく，ホタルを守るためには地域の人の協力が必要なこと。 

・ホタルの生態は，本に書いてあることと大きく異なることがあったので，地域のホタルをもっと観

察する必要があること。 

 

 ○ もっと追究したい点 

 ・ホタルが，地域や生態系に与えている影響を調べたい。 

 ・地域，時間等の条件をしぼって，さらに詳しくホタルについて調べたい。 

 

 

 

《審査評》 

 この研究は，日本の水辺の代表的な生き物であるホタルを守りたいとの思いから，生態観察や生息環

境の調査等を通じてその方法を考えたものである。現地調査とともに実際に飼育することを通して，ホ

タルの生態や育成に必要な環境などについて環境問題と関連付けながら考察している模範的な作品であ

る。
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